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経緯　マスタープラン・都市計画：レトロ地区設計 ( その１)‘89. 8 ～ 90. 3 ／門司港レトロ事業駐車場整備基本構想 ‘94. 4 ～ 10 ／門司港レトロ地区サイン計画設
計 ‘94.7 ～ 12 ／門司港・和布刈地域振興基本計画 ‘96. 5 ～ 11 ／門司港レトロ第２期計画実施計画 ‘98.1 ～ 3 ／門司港レトロ歴史的建造物活用計画 ‘99. 2 ～ 3 ／
海峡びゅうロード基本計画 ‘99. 8 ～ 12 ／海峡びゅうロードサイクリングステーション基本計画他 ‘00.12 ～ 01.3 ／西海岸地区港湾関連用地等活用検討 ‘03.11 ～
04. 3 ／門司港地区都市再生調査 ‘03.12 ～ 04.3 ／門司港地区まちづくり総合支援のための基本計画 ‘04. 1 ～ 3 ／旧大連航路上屋の事業化調査 ‘04.12 ～ 05.3 ／北
九州港門司港地区臨海部再編調査に関する補助作業 ‘06. 8 ～ 07. 3 ／門司港レトロ観光・港湾施設の指定管理者検討会 ( 委員長 : 中野 )‘12.9 ～ 10 ／旧門司税関再
改修設計監理 ’13.7 ～ 14.3 ／関門エリア ( 門司港地区）夜間景観整備計画提案設計競技 ( 特定）’16.12 ／同夜間景観計画策定 16.10 ～ 17.3 ／同基本実施設計 17．
7～ 18.3 ／同デザイン監理 18.8 ～ 21.3（予定）

■ウォーターフロント地区の再生

　九州随一の繁栄を誇った海峡の町・門司港、明治、大正、昭和初期の洋風建築の多

くが解体の危機に瀕していた。歴史的遺産を活かした地域再生のための様々な街づく

り事業が始まったのが昭和の末、「レトロ」はその願いを込めたキーワードであった。

　アプルは門司港の都市環境デザインに計画初期段階から関わり、全体のマスターデ

ザイン、広場・街路や水辺のプロムナード・はね橋、駐車場、旧門司税関などの歴史

的建物の保存修復、街角の小建築物等の設計およびデザイン監理に加え、夜間景観整

備にかかる設計協力 ( 石井幹子デザイン事務所 )、門司港地区都市再生整備計画、関

門エリア ( 門司港レトロ地区）など 30 余年もの間、継続的に関わり続けてきた。ま

た 2017 年の夜間景観整備にかかるプロポーザル特定（近田玲子デザイン事務所との

協働）を経てレトロ地区全体のライトアップを担当し、2019 年 3 月完成の門司港駅

舎復元の夜間照明演出や駅前広場の修景工事へのアドバイザー役をも担ってきた。

②北九州における公共空間デザイン・景観整備・まちづくり展開　　    　　　　　　　　　　　　　
■門司港レトロの環境デザイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　［北九州市］1989-2020

門司港ハイマートより第一船溜まりを見る

門司港第一船だまり沿いプロムナード

門司港レトロ地区中心部（黄色がアプル設計関与部分 )復原された門司港駅駅舎とレトロ広場

北九州市内観光客推移
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諸元　事業主体：北九州市 ( 建設局，港湾局，建築局，企画局，都市計画局，産業経済局 )　所在地：北九州市門司区　工事期間：‘89 ～ ‘21．3（予定）
担当：中野、萩原、松村、小野寺、重山、浦岡、関本、吉田、金光、岩村、熊耳、星野、清水、茅根、山本　協力：*照明デザイン -ナグモデザイン（初期），石
井幹子デザイン事務所（ナイト・ファンタジー）、近田玲子デザイン事務所（関門エリア・門司港レトロ地区夜間景観整備計画・設計監理）、詳細設計 - 巧建総合
設計ほか

    　　　　　　　　　　　　
■門司港レトロの環境デザイン（つづき）

船だまりからはね橋・旧門司税関を望む

コンクリート照明柱（グッドデザイン景観賞 1991*)第一船溜まり沿いプロムナードと門司港ホテル、ハイマート

門司港駅前広場（レトロ広場の日常―噴水時 ) レトロ広場のイベント風景 ( フリーマーケット )

■公共空間のデザイン／緑地・広場活用
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■門司港レトロの環境デザイン（つづき２）

ウォーターフロント公園 ( 港湾緑地 A) から関門海峡側を望む

門司港レトロ鳥瞰パース

第一船溜まり・海峡プラザ前の賑わい

ウォーターフロント公園 ( 港湾緑地 B) 内でのカフェ営業の店舗
( 港湾法に基づく占用許可 )

■歴史的港湾の水面保全・プロムナード整備
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 ■門司港レトロの環境デザイン（つづき３）

親水広場 (港湾緑地 C) と歩車道石畳のプロムナード、旧門司税関、はね橋

親水広場 ( 港湾緑地 C) の即席プールで遊ぶ子供たち／
門司港の歴史的港湾（1890 年築港）である第一船溜
まりの埋立計画は回避され、周囲に歩行者プロムナー
ドや緑地・広場が配置された。

赤レンガ旧村本倉庫外壁を
残したレトロ駐車場、左は
内側、右は外部

経緯　建設局所管：レトロ事業実施設計 ‘90.6 ～ 91.2 ／同実施設計 ‘91.7 ～ 12 ／同東港町１号線他測量設計 ‘92.6 ～ 9 ／同デザイン管理 ‘92. 7 ～ 93. 3 ／同東港
町２号線他実施設計 ‘93.8 ～ 94.1 ／一般国道３号 ( 清滝拡巾 ) 道路詳細設計及び調査 [ ㈱福山コンサルタント ]94.8 ～ 95. 3 ／東港町１号線外 ( 外構構造物 ) 測量
設計 ‘95. 1 ～ 3 ／国道 3号簡易ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ整備調査設計 [ 日本工営 ]‘96.2 ～ 3 ／同簡易ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ出入口施設設計 ‘98.2 ～ 3 ／同「門司港休憩所」他１線景観設計 ‘98.11
～ 12 ／東港町 1号線測量設計 ‘01.12 ～ 02. 3 ／港湾局所管：環境西海岸緑地 A設計 ‘89.11 ～ 90.1 ／同緑地基本設計 ‘90. 4 ～ 6 ／同緑地Ｂ及びＣ設計 ‘90.9 ～ 11
／同緑地 (D)(E) 設計 ‘94. 2 ～ 3 ／海峡ビル跡地整備基本計画 ‘95.1 ～ 3 ／環境西海岸緑地外１件設計 ‘95.10 ～ 96. 2 ／新浜地区改良検討 ‘96.7 ～ 9 ／環境西海岸緑
地外設計 ‘97.1 ～ 3 ／同外設計その２‘97.11 ～ 98.3 ／同樹木設計 ‘98.8 ～ 9 ／同景観整備設計 ‘99.5 ～ 8 ／改修西海岸 ( 連絡橋 ･ ﾌﾞﾙｰｳｨﾝｸﾞもじ ) 詳細設計協力：
㈱日本港湾コンサルタント ‘91.1 ～ 3 ／他局（都市計画・建築・産業経済ほか）：海峡びゅうロード基本計画 ‘99. 8 ～ 12 ／第 1船溜まり夜間景観整備事業設計［石
井幹子デザイン事務所］‘00.9 ～ 01.3 ／海峡びゅうロードサイクリングステーション基本計画他 ‘00.12 ～ 01.3 ／港町 4号線商業施設整備 ‘01.9 ～ 02.3 ／イベン
トホール整備に係る基礎調査 ‘01.11 ～ 02.3 ／門司港ウェルカムゲート基本構想・設計 ’05.6~11 ／関門エリア ( 門司港レトロ地区 ) 夜間景観計画策定 ’16.10~17.3
／門司港レトロ地区ライトアップ照明電気工事基本・実施設計 ’17.7~18.3 ／同デザイン監修業務その１’18.8~19.3 ／同その２’19.8 ～ 20.3

港湾緑地D、はね橋・税関脇のボードデッキ はね橋を渡る多くの観光客や地元の人たちの姿
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門司港駅グランドオープンイベント時

門司港レトロ駐車場煉瓦壁面

　　　　　　　　　
 ■門司港レトロの夜間景観計画（ライトアップ）

門司港レトロ地区ライトアップ照明範囲：夜間景観計画その１: 対象・門司港駅、レトロ駐車場煉瓦壁面、マリンゲートもじ、レトロ中央広場、鎮西橋公園樹木
ライトアップ、／同その２：第１船溜まり、旧門司三井俱楽部、旧大阪商船、旧門司税関、ブルーウィングもじ、／同その３：関門海峡ミュージアム、三宜楼、ノー
フォーク広場、サイクリングロード　担当・中野、清水、茅根、山本、協力 : 照明デザイン・近田玲子デザイン事務所（近田玲子、野澤寿江、高永祥）

門司港レトロ地区夜間景観計画～ライトアップ範囲位置図

第一船溜まりの水面映り込み照明

旧門司税関ブルーウィングもじ 旧大阪商船

旧門司三井俱楽部
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経緯　旧門司税関保存工法検討委託 ‘91.11 ～ 92.3 ／旧門司税関修復保存基本実施設計 ‘92.3 ～ 93.9 ／旧門司税関補修工事監理 ( 第１期 )‘92.12 ～ ‘93 ／旧門司税
関改修工事監理 ( 第 2期）93. 6 ～ 94.10 ／旧門司税関改修工事実施設計 ( 再改修 )‘13.8 ～ 13.11 ／旧門司税関改修工事監理 ( 再改修 )‘13.12 ～ 14.3 
諸元　発注：北九州市港湾局・建築局､ 構造階数：組石造 ( ﾚﾝｶﾞ－既存部 , 復元部 ) 地上２階 , 塔屋１階，一部木造・ＲＣ造 ( 新設内部架構 )　延床面積：897.90
㎡　主要用途：休憩所　原設計：大蔵省臨時建築部　設計協力：保存工法検討委員会 ( 座長－片野博・九州芸術工科大学教授・当時 )，材料試験・調査－清水建設、
診断・構造設計－ TIS&PARTNERS, 設備設計－新日本設備計画，家具－ﾌｼﾞｴｱﾄﾘｴ ( 藤江和子 )　施工：山田組 ( 第１期 )， 清水建設 ( 第２期 ) , 拓進建設 ( 再改修 )　

担当：萩原 ･清水、武藤、浦岡、吉田（本作品は、大野秀敏氏との共同作品）

　1912( 明治 45) 年築の旧門司税関は 1927( 昭和 2) 年の新たな税関施設完成後、民間

倉庫会社所有となり、1960年代以降は半ば廃屋状態となっていた。後に現地調査から、

明治期の大蔵省臨時建築部 ( 妻木頼黄監修 ) 設計と判明、保存修復を市は決定、民間

から買戻し、港湾緑地休憩所として活用することとなった。アプルは構造調査から保

存工法、復元活用検討、基本・実施設計・監理までを５ヵ年にわたって担当した。工

法検討に際しては委員会を設置 ( 座長：片野博・九州芸術工科大学教授 - 当時 )、赤

レンガの両翼の復元を決定し、2か年の改修工事を経て 1994 年に竣工。

　20 年近く経過した 2013 年、レンガの目地部の劣化やひび割れ等補修、設備改修

を行うこととなり、調査および設計監理を担当した。

改修後の両翼が復元された第一船溜まり側ファサード

再改修後の内部ホール空間 再改修後 断面図

改修前の状況 (1980 年代 )

改修後の内部空間

　　    　　　　　　　　　　　　　

■旧門司税関保存活用・改修           　　　　　　　　　　　　　　　　　      ［北九州市］　1991-2014
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経緯　環境西海岸 (連絡橋 )詳細設計協力 /㈱日本港湾コンサルタント ‘91.1 ～ 3／はね橋景観検討委員会 (委員長・山本宏、委員・佐々木葉、大坪和子、中野恒明、ほか )
諸元　所在地：北九州市門司区港町　発注：北九州市港湾局　全長 :108.05m　全幅員 :4.5 ～ 6.0m　共同設計 : 日本港湾コンサルタント　施工 : 奥村組・本間組 ( 下
部工 ) 新日本製鉄・川崎重工業 ( 上部工 )　工事期間：‘91.12 ～ 93.10 ／撮影：*岡本公二 ( ﾃｸﾆ ･ ｽﾀｯﾌ )　　　　　　  担当：中野、萩原、松村、重山、関本、金光

　門司港第一船溜まりと関門海峡とをつなぐ航路幅約 30m水路上にかかる跳開式可

動橋 ( 親橋・橋長 24.1m、子橋・同 14.1m) とアプローチ部 (70m)、計 108.05mの歩

行者専用橋。橋全体のシルエットの美しさ、固定時・跳開時にもシンボルとなる形態、

動く機構やプロセスが市民にもわかりやすいことに配慮したデザインとした。

橋の色彩は周囲の自然環境、歴史的建物、航行する船の色との関係からブルーバイオ

レット色とし、具体的な色決めは現地実験及び「西海岸はね橋検討委員会」の検討を

経て最終的に決定した。

立・断面図

第一船溜まりからの眺め

はね橋操作室 * 高欄

親橋側橋詰広場 *

■門司港はね橋 ( ブルーウィングもじ )　    　　 　　 ［日本港湾コンサルタント／北九州市］1990-91
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経緯　西海岸地区港湾関連用地等活用検討調査 ‘03.11 ～ 04.3 ／門司港地区まちづくり総合支援基本計画 ‘04. 1 ～ 04.3 ／旧大連航路上屋事業化調査 ‘04.12 ～ 05.3
／ ( 仮称 ) 西海岸 1号上屋 ( 旧大連航路上屋 ) 改修工事基本設計 ‘06. 8 ～ 08.3
諸元　発注：北九州市　構造：主体構造 -RC 造　階数：平屋一部２階建て、建築面積：3983.26㎡、延床面積：4941.48㎡、建築年：1929( 昭和 4) 年、改修年 :2013( 平
成 25 年 )、原設計 : 大蔵省営繕管財局 ( 大熊喜邦）、原施工：大倉土木㈱、用途：事務所 ･倉庫　改修用途：集会場　設計協力 : 構造：TIS&Partners　設備：新日
本設備計画、改修実施設計：東畑建築事務所 　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：中野、萩原、清水、松尾、加藤、柴田

　旧大連航路上屋の保存活用計画が動き出したのが 1998 年、建築学会九州支部の調

査により大熊喜邦の作と判明、保存活用が提案された。2003 年よりアプルが検討作

業を依頼され、①土地・建物は国施設とし、港湾緑地内の港湾関連施設、②建築の歴

史的価値を尊重、可能な限り意匠と空間構成の復元、③市民開放を積極的に進め、賑

わい・憩いに寄与する建物に転換を提案し、展望休憩所やイベント施設、研修施設、

としての活用が承認された。

　2007 年より調査設計が始まり、建物構造調査及び改修設計を担当した。しかし事

業費面で設計が中断、その後 2010 年度より東畑建築事務所によって大幅な事業費圧

縮方策も含めた実施設計完了、2013 年に改修工事が竣工した。

　　　　　　　　　　
■旧大連航路上屋保存活用・改修　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ 北九州市 ]　2004-08

改修前の大連航路上屋

改修された 2階屋外通路改修された大連航路上屋の 2階イベントホール改修された大連航路上屋の 1階展示ホール

改修前の北（海）側外観状況と改修方針検討

上屋改修の内観イメージ（基本設計時提案）改修された大連航路上屋の東側正面玄関

上屋改修の外観イメージ（基本設計時提案）
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■門司麦酒煉瓦館保存活用・改修　 　    [ サッポロビール㈱・恵比寿ガーデンプレイス㈱ ]    2003-05

経緯　サッポロビール旧九州工場本事務所記念施設設計者選定プロポーザル ‘02.6 ／サッポロビール旧九州工場本事務所記念施設調査設計監理 ‘02.7 ～ 05.3
諸元　所在地：北九州市門司区　原設計：関根要太郎（旧帝国麦酒事務所棟・1913［大正 2］年竣工～サクラ麦酒～サッポロビールへ）、構造：主体構造 -組積造 ( 鉱
滓レンガ化粧積み）、屋根 -鉄骨造　階数：地上２階、建築面積：231.91㎡　延床面積：468.29㎡　施工 : 若築建設㈱（レンガ補修協力・中国冨士化工建設㈱）、目的：
用途変更　大規模な模様替 ( 主要構造の耐震補強工事）　協力　構造：TIS&Partners　設備：新日本設備計画　　　　担当　萩原、吉田、萩尾、江口、松尾、矢島

　サッポロビール旧九州工場の移転に伴い、大正以来この地でビール製造の歴史を後

世に残すため、鉱宰レンガ積みの本事務所をビール会社がビール資料館として整備し、

北九州市に寄贈した。プロポーザルを経てアプルが特定され、保存修復とミュージア

ムへの活用のための設計監理を担当した。保存・改修工事にあたっては、耐震改修促

進法に基づき、㈶日本建築防災協会により耐震診断と耐震補強工事の評価を得ている。

既存の鉱宰レンガ躯体のエポキシ樹脂による補修と補強を行い、建物全体の外観につ

いては竣工当初の姿への復元に努め、中央の階段室やマントルピース、天井に残る金

属パネル等、歴史的意匠として価値の高い装飾は極力保存した。竣工後、市に引き渡

され、「北九州市門司麦酒記念館 ( 帝国麦酒門司工場事務所）」と命名された。
門司麦酒煉瓦館＝旧事務所棟の正立面図

醸造棟との棟間広場のカフェ門司

修復された正面外観麦酒煉瓦館の１階平面図

門司麦酒煉瓦館と醸造棟の外観

麦酒煉瓦館の 2階展示スペース麦酒煉瓦館の屋上パラペット部の復元・補強 麦酒煉瓦館の１階ミュージアムショップ
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経緯　門司港・和布刈地域振興基本計画策定調査 ‘96.5 ～ 11( 北九州市 )　　　　　    担当：中野、萩原、金光、角倉、岩村、熊耳、星野、協力：北山創造研究所

　門司港地区はレトロ事業によるウォーターフロント、広場・緑地等の整備、旧税関

等の歴史的建物の保存修復などの結果、そのイメージを一新した。しかし一方で、公

共空間の整備に偏り、賑わいも第一船溜まり周辺に限定されるなど、今後、点から線、

面への広がりの必要性、民間活力の導入などが求められてきた。本調査は今後のレト

ロ地区の地域活性化に向けての総合調整のための基本構想（第２期整備構想）として

の意味を有している。全体のマスタープランについてのハードな検討はアプル、ソフ

ト戦略は北山創造研究所（代表・北山孝雄）、による共同作業で進めてきた。

　ここでは観光に特化した街づくりではなく、生活街づくり＝「門司に住みたい」と

観光街づくり＝「門司に訪れたい」の共存する＜生活テーマパーク＞を目指し、地区

内各ゾーンに相応しい計画づくりを提案した。新浜地区 9号上屋跡地活用、栄町商

店街との連携を深めるための仲見世街の整備等の提案は、後に実現する。

■門司港・和布刈地域振興基本計画　　　　 　　　　  　［北山創造研究所と共同／北九州市］　1996

まちづくりの基本的考え方）

新浜 9号上屋跡地活用（提案）門司仲見世ストリートの提案（例）

整備構想ダイヤグラム
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経緯　門司港レトロ歴史的建造物活用計画策定調査 ‘99.2 ～ 3( 北九州市 ) ／歴史的遺産を活用した門司港地区都市再生調査 ‘03.12 ～ '04.3（北九州市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：中野、岩村、熊耳、田邊、松尾／協力・萩原総合計画事務所（萩原貢）、㈱UFJ 総合研究所 ( 別途委託 ) 

　門司港レトロ地区は、開港以来の繁栄の歴史を物語る数多くの歴史的建物が存在し

ている（下図）。これらのうち、幾つかの主要な建物は保存対象となり、レトロ事業（ふ

るさと事業）や歴史的港湾環境創造事業等の支援を受けて保存修復の対象となっって

いる。しかし、一方で市井に残る幾つかの建物は地元市民の保存要望にも関わらず解

体されたものもあり、早急に現存している建物の状況を把握したうえで、何らかの保

存活用方策を講じることが求められていた。

　本調査は現存する歴史的建物リストを作成し、各々の所有者の同意を得て、建物現

況調査および評価、所有者意向調査、活用方法の検討などを行ったものである。リス

トは 30 棟近くに及ぶが、所有者の同意を得て調査できた建物は計 13 棟に及び、第

一編にその調査概要（建物基礎データ、意向調査）、第二編は活用方法も含む回遊性ネッ

トワーク等の提案、第三編は残念ながら解体が決定した学校法人北九州ＹＭＣＡ学園

信愛幼稚園の建物調査記録として取りまとめている。

■門司港レトロ歴史的建造物活用計画　　　　　　　　　　　　         　　　　   　［北九州市］　1999

門司港地区における歴史的建造物の分布

解体直前の調査対象となった北九州ＹＭＣＡ学校法人北
九州学園ＹＭＣＡ信愛幼稚園（旧ＹＭＣＡ門司ブラン
テ，1916( 大正 5) 年築、レンガ造2階建て、設計者はデ・
ラランデと言われていたが、確認は得られなかった）

主要な歴史的建造物リスト
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経緯　門司港地区まちづくり総合支援基本計画 ‘04.1 ～ 3（北九州市）　　　　　　　　　　　担当：中野、岩村、田邊、松尾、協力：萩原総合計画事務所（萩原貢）

　門司港地区は地元市民や企業等を母体とする「門司港レトロ倶楽部」などの市民活動

等に支えられ、今では一大観光スポットとして成長きた。観光客が増えているとは言え、

多くが短時間滞在型であり、特定の地区への集中など旧市街を含めた周辺への波及効果

が乏しいと言った問題も指摘されていた。また一方で人口減少傾向も続き、旧い倉庫や

事務所、町家などの歴史的な建物も何棟か解体されるなどの課題も少なくない。

　本調査は、これまでの様々な事業の積み重ねを評価しつつ、歴史的な遺産の活用を

含め、門司港地区の街づくりのあり方を検討し、まちづくり交付金の活用も含め、包

括的な対策を施すことを目的としたものである。なお、同時並行して都市再生モデル

調査－歴史的遺産を活用した門司港地区都市再生調査（企画局・港湾局）、西海岸地

区港湾用地等の活用方策検討調査（港湾局）が進められた。これらとの調整を図りつ

つ、今後の街づくりの指針となる総合計画としての位置づけにある。

■門司港地区まちづくり総合支援のための基本計画　　　　　　　　　　            　［北九州市］　2004

風情のあるまちなか界隈

門司港周辺地区全体計画図

老松町・東本町 1丁目界隈

関門海峡と華やかし
き門司港～清滝地区
の山裾の民家がある
路地をつたいながら、
門司港有数の眺望が
得られる風師山へ誘
う道。

大正・昭和の商店・市
場や料亭建築めぐりと
老松公園～古き良き昭
和のイメージの残る栄
町を巡る散策ルート

清滝地区

地形の起伏のある界隈
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経緯　西海岸地区港湾関連用地等活用検討調査 ‘03.11 ～ 04.3( 北九州市 ) ／北九州港門司港地区臨海部再編調査に関する補助作業 ‘06.8 ～ 07.3・北山創造研究所、
環境デザイン機構と協同 ( 港湾空間高度化環境研究センター／北九州市 )　　担当：中野、岩村、松尾、加藤、田邊、笠間、柴田、協力：萩原総合計画事務所（萩原貢）

　西海岸地区に新たな集客施設「県立文化拠点施設・海峡ドラマシップ」が 2003 年

にオープンし、来街者の増大が見込まれる中で、西海岸の港湾関連用地および旧大連

航路上屋１号倉庫の活用計画の検討を行ったものである。

　2004 年度調査の主眼は旧大連航路上屋の活用計画を主眼とし、幾つかの代替案検

討を経て、港湾緑地内休憩所を併設した地域交流施設としての活用とあわせ、屋上部

は緑地広場とし、国道 3号へとつなぐ歩行者デッキを提案した。

　2006 年度調査は港湾計画の改訂を睨み、将来的な港湾地区全体の土地利用の再編

のあり方を検討することとなり、財団法人港湾空間高度化環境研究センターのもとに

門司港地区臨海部再編計画策定委員会（委員長・片野博九州大学大学院教授）を設置、

アプルは旧大連航路１号上屋の利活用の実現に向けての検討作業を担当した。

■門司港西海岸地区港湾関連用地等活用検討および再編調査 　　［㈶港湾空間高度化環境研究センター／北九州市］　2004-06

門司港地区臨海部再編全体整備構想 (2006 年度 )

西海岸地区整備イメージ図 (2004 年度 )

西海岸地区港湾地区鳥瞰写真
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　JR 小倉駅南北連絡自由通路の整備、モノレール延伸に伴う、JR 駅舎および南北駅

前広場の改造が行われた。アプルは市および福山コンサルタントの要請を受け、南口

広場のペデストリアンデッキおよび広場整備の基本計画から意匠設計、監理等を担当

した。駅との階段エスカレーター接続部のプラザから放射状に伸びるペデストリアン

デッキの構成とし、モノレール柱部分に開けた円形開口やガラスブロック床 ( 一部 )

の採用による、地上部への光の誘導、そして開放感のあるペデ端部処理、高欄、照明、

バリアフリー対応施設などの全般のデザインに関わった。

 　　　　　　　
■小倉駅南口駅前広場ペデストリアンデッキ   　　　　　［福山コンサルタント／北九州市］1994-98

小倉駅南口広場計画図

駅出入口ゲート部 (サインデザイン：デザイン創研広島）小倉駅南口ペデストリアンデッキ全体写真

バリアフリー対応エレベーター ( サインデザイン：デザイン総研広島 )

南西放射デッキから駅側を望む

経緯　小倉駅南口駅前広場予備設計‘94.11～95.3 ／小倉駅南口駅前広場ペデストリアンデッキデザイン詳細設計‘95.8～96.3／小倉駅南口ペデ追加詳細設計‘98.1
～ 2、以上㈱福山コンサルタント ( 北九州市 )

南東放射デッキから駅側を望む
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諸元　所在地：北九州市小倉北区浅野 1丁目　ペデストリアンデッキ全体面積：2,295 ㎡　構造形式・規模：サウスプラザ－鋼床板格子梁構造 (1,115 ㎡ )、Ａ橋
－鋼床板２径間連続箱桁構造 ( 幅 6.56 ｍ、延長 47.0 ｍ、293.5 ㎡ )、Ｂ橋－既存－鋼床板２径間連続板桁構造 ( 幅 9.40 ｍ、延長 41.2 ｍ、387.5 ㎡ )、Ｃ橋－鋼床
板２径間連続箱桁構造＋単純箱桁構造 ( 幅 4.56 ｍ、延長 53.3 ｍ、幅 4.56 ｍ、延長 27.7 ｍ、計 369.5 ㎡ )　工事期間：’96.10 ～ 98.3 月完成予定　設計：福山コン
サルタント＋アプル総合計画事務所 ( 景観設計 )　協力：TIS&PARTNERS, ( 基本設計－構造 )　施工：新日本製鉄　サインデザイン：デザイン総研広島 ( 市発注・
別途 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  担当：中野、萩原、清水、浦岡、関本、吉田、角倉、岩村、熊耳

小倉駅南口広場計画図

ペデ面サインパネル

小倉駅南口ペデストリアンデッキ全体写真

身障者エレベーター

モノレール橋脚まわりの光庭

ガラスブロックトップライトと桁裏化粧板、照明

ペデストリアンデッキ計画平面図

■小倉駅南口駅前広場ペデストリアンデッキ（つづき）　　　　　　　　　　　　　　　　　
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経緯　小倉地区多目的広場基本設計 ( 基本構想に相当 ) ㈶都市未来推進機構／北九州市 ’93.11 ～ 94.3 ／浅野町線中央広場デッキ等実施設計 ‘09.10 ～ 11.3 ／浅野
町線中央広場照明実験 ‘10.5 ～ 7 諸元　所在地：北九州市小倉北区浅野 3丁目　事業主体：北九州市　ペデストリアンデッキ面積・450㎡、階段施工・70㎡、高
欄工 96m、親水広場面積・2,700㎡、エレベーター 1基、太陽発電光設備 (1.8kW) 噴水設備 ( 放射・水柱・ミスト )、照明設備 ( 広場照明・多目的照明柱 )、風車
設備　協力：構造設計 - ㈱ニューブリッジ ( ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ )、むらの構造設計室 (ELV 棟 )　電気設備：㈲中尾設備設計事務所　積算：ときわ積算　照明実験：幸
伸電気㈲／写真：*東芝ライテック㈱提供　　　　　　　　　担当：基本構想・重山、金光、藤本／実施設計・中野、萩原、笠間、佐々木、清水、中山、長谷川

　JR 小倉駅北口ペデストリアンデッキの国道 199 号線の海側に 2011 年に完成した

浅野シンボルロード ( 幅員 90m、全長：330m) の一角、ペデストリアンデッキ延伸

部及び「あさの汐風公園」の広場部の基本設計見直し及び実施設計を担当した。「環

境モデル都市・北九州市」のシンボル事業の一つとして、キーワードは自然エネルギー

を活かした「癒しと憩いの広場」とし、広場中央に噴水の親水広場、周囲の植栽桝部

にはミスト噴水を配し、全体としてはイベント利用可能な多目的広場とした。

　ペデストリアンデッキ延伸部の構造設計は㈱ニューブリッジの協力、海側の芝生広

場部には発電風車 ( 芝生部：実施設計・セプト設計コンサルタント )、EV 建屋のガラ

ス面には太陽光発電パネルも設置している。この広場が 2012 年「B級ご当地グルメ

でまちおこし団体連絡協議会」イベントのメイン会場として使用された。

■小倉駅北口浅野町線デッキ・あさの汐風公園広場部設計　　　　［㈶都市未来推進機構・北九州市］　1993-2010

あさの汐風公園全体図

展望デッキからの海側の景観 *

デッキ下空間から小倉駅方面を望む

広場部断面図

浅野ペデストリアンデッキに囲まれた噴水広場部で遊ぶ子供たち * 夜のイベントステージ *

あさの汐風公園広場と北口デッキ( 竣工式パンフレットより)
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経緯　花と緑の小倉回廊整備計画策定 ‘95.11 ～ 96.3 北九州市／魚町馬借１号線道路詳細設計 ‘96.9 ～ 97.3 北九州市／魚町馬借１号線中央分離帯詳細設計 ‘98.11
～ 12 北九州市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　担当：中野、萩原、藤本、岩村、熊耳、協力：LPA( 面出薫・稲葉裕 )

　北九州市は JR 小倉駅から南側に広がる商業・業務ゾーン、市役所などの行政ゾー

ンを含む約１km四方の区域を都心地区として位置づけ、その骨格を成す格子状の８

本の道路を「花と緑の小倉回廊」と命名し、豊かな緑を有する風格のある道路として、

都心のイメージ形成に寄与することで、市の中心軸である紫川の両岸地区を一体的な

景観整備の実現を目指してきた。

　市は都市整備局、建設局、緑政局のプロジェクトチームをつくり、アプルの作業を

支える形で、実施に向けての全体の整備方針づくり、景観構成要素別の方針、路線別

の基本計画を取りまとめに一貫して関わってきた。

　これを受けて、路線ごとに設計が行われ、実施に移されることで、小倉駅南口広場

からつながる駅前の平和通りの景観設計、旧モノレール駅下の意匠設計・光環境演出、

紫川光環境演出 ( ともに協力・LPA) などが連続的につながり、小倉都心部の魅力創

出に寄与してきた。

■花と緑の小倉回廊／周辺街路整備　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  ［北九州市］　1995-98

小倉回廊整備計画の概念図

平和通りの歩行者空間整備小倉駅南口ペデから望む平和通り

駅舎柱脚のライトアップ

モノレール平和通り駅地上部の照明

モノレール平和通り駅桁裏部ライトアップ
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経緯　勝山橋・紫川東線景観設計他業務委託 ‘99.11 ～ 00.2 北九州市／勝山橋 ( 橋上部 ) 基本設計他業務委託 ‘00.1 ～ 00.3 北九州市／紫川左岸・紫川東線基本デ
ザイン検討 ‘01.2 ～ 01.3　北九州市／紫川 ( 石の橋～太陽の橋間 ) デザイン検討 ‘02.2 ～ 3 北九州市

担当：中野、萩原、金光、熊耳、岩村、加藤、協力・北山創造研究所 ( 北山孝雄、金田直人 )

　小倉中心部を南北に貫く紫川に架かる一連の橋梁群の架け替え・修景事業を展開

すべく、市は修景事業を行って来た（上田篤氏意匠設計監修）。アプルは最終段階の

整備となった石の橋 ( 勝山橋・幅員 40 ｍ ) の歩道部デザインの見直し設計を担当し、

両岸の大型商業施設を擁する界隈の賑わいを結びつけるべく上流側歩道が広く確保さ

れ、その部分の路面デザインは地元小倉織デザイナー・築城則子氏、賑わい醸成のた

めのソフト提案および地元連携は北山創造研究所と協働し、歩道幅 16mのうち 14m

をまちづかい帯を提案した。市はそれを受け、歩道幅 16mのうち 14mを公園区域に

指定、道路交通法指定外と決定（まちづくり総合支援事業）、設計段階でイベント用

パラソル・テント類の補助施設の床埋め込み、ボラードにイベント用電源、水道施設

を組み込んでいる。

　今では地元による定期的なイベント会場として定着し、上部にソーラーパネル付き

上屋が追加されている。その他、関連の紫川沿いの歩道修景、連絡歩道橋の設計、ラ

イトアップ等にも関わってきた。

■小倉・紫川石の橋「勝山橋」にぎわい空間　　　　　　　　　 　　　　　［北九州市］　1999-2002

勝山橋 ( 石の橋 ) のイベント活用風景

歩道 ( 公園区域 ) 内のイベント活用風景

道路区域と公園区域の共存 ( 断面構成 )

歩道 ( 公園敷地 ) 内のイベントパラソル配置イメージ

歩道内の公園区域と道路区域の境界部にプランター設置
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経緯　基本計画・都市計画設計研究所／東田地区ふるさとの顔づくり計画書作成 ‘94.10 ～ 95.3 北九州市／八幡東田地区景観設計・デザイン監理 ‘96.5 ～ 00.12 ㈶
udc（北九州市東田土地区画整理組合）／地区サイン等設計業務 ‘98.2 ～ 3・同／公共連絡通路内装等基本設計 ‘99.1 ～ 3・同
　　　　　　　　担当：中野、萩原、重山、藤本、関本、岩村、熊耳、協力：ナグモデザイン（照明デザイン・南雲勝志）、色彩計画研究所 ( 色彩・大坪和子）

　旧八幡製鉄所（現日本製鉄九州製鉄所八幡地区）の遊休地開発の約 108 ha を対象

とした新市街地計画が 1984 年から開始され、93 年の八幡東田地区周辺まちづくり地

域デザイン基本計画策定（マスタープラン：都市計画設計研究所・南條道昌氏）、翌

94 年の組合設立認可を受け、JR 鹿児島線の線路移設を前提とした基盤整備の移行し、

アプルが財）udc と協働で「ふるさとの顔づくりモデル土地区画整理事業顔づくり計

画書」から地区計画 ( 案 ) 作成、公共空間デザインを担当、継続的に 100 ｍ幅員道路

および駅前広場や街路網等の各施設のデザイン監修等を行った。

　製鉄所開設 100 周年・2001 年の「街びらき」に先立ち、「北九州博覧祭 2001(7 ～

11 月・特定地方博 )」が開催され、現在は北九州市立いのちのたび博物館の他、北九

州イノベーションギャラリー、大型ショッピングセンター、集合住宅地となっている。

■東田地区ふるさとの顔づくり計画および景観設計［北九州市・北九州市東田土地区画整理組合］　1994-2000

公共空間（街路・公園・広場等）整備全体計画図

東田地区開発計画中心部 CG（作成・新日本製鉄）八幡東田地区全体マスタープラン（八幡東田総合開発計画 2001 パンフレットより転載）

100 ｍ道路 ( 東田シンボル緑地 )

八幡東田総合開発計画 2001 パンフレット表紙

区画道路 八幡駅南北連絡地下通路歩道橋
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■旧八幡製鐵所近代産業遺産 ( 建築物 ) 保存・利活用検討              ［㈱リンク／新日本製鐵所㈱］　2009

　前掲の八幡東田地区総合開発に関連し、1901( 明治 34) 年開業の旧官営八幡製鐵所

時代の現工場構内に残る歴史的産業遺産群の調査と保存活用と工場機能との調整のた

めの検討調査を担当した。具体的には現存する施設群の工場開設時以降の様々な史料

や既往建物調査の確認、現況確認と建物等の修復にかかる技術的検討および保存展示

そして構内一般開放にかかる諸課題整理とそれに関する計画代替案の作成を、委員会

（委員長・片野博九州大学教授）の指導のもとに行った。

　本検討は産業遺産群の活用に向けて、2007 年の経済産業省・近代化産業遺産群「八

幡製鐵所関連認定遺産」指定、2015 年のユネスコ世界文化遺産登録「明治日本の産

業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の指定へとつながり、将来の工場機能再

編に関連し、既開放の 1901 高炉遺構とともに北九州地域の歴史的産業遺産群を活か

した観光振興の主要施設となることも期待される。

経緯　八幡製鐵所近代産業遺産 ( 建築物 ) 保存・利活用検討 ‘08.10 ～ 09.2　㈱リンク（新日本製鐵所㈱）　、歴史的産業遺産検討委員会・委員長 : 片野博九州大
学大学院芸術工学研究院環境部門教授）　統括：新日本製鉄東田開発企画GR、　総合調整 : ㈱リンク、　史料整理・保管検討 : ㈱丹青社、全体計画・建物耐震計画等：
㈱アプル総合計画事務所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　  　　　   担当：中野、萩原、笠間、柴田

当時の大日本帝国製鐵所 ( 旧八幡製鉄所 ) 全図におけ
る本事務所建物の位置

八幡製鐵所発祥の地の石碑 旧本事務所（1889 年築）
・赤煉瓦積石造 2階建
・延べ床面積 1,023㎡
・長官室、技術顧問室、技術室などを備え、製鐵所の
　中核施設として 1922 年まで使用された。
・その後、建物内部の老朽化により立ち入り禁止

・旧鍛冶工場（1901 年築）
・鉄骨造
・当初修繕工場の北側に建設されたが大正時代に現在
　地に移設
・現在、製鐵所操業当時の貴重な資料を保管する資料
　室として活用。

○旧修繕工場（1901 年築）
・鉄骨造／現在も稼働している現役の工場将来の歴史的産業遺産群の保存活用・開放のための構想・代替案の一例

東田周辺地域の近代化産業遺産群の位置

本事務所保存活用検討案の一例


